
１．研究の背景

２．研究成果の内容・普及のポイント

４．担当機関連絡先

県ナシ研究会を中心とする県下主要ナシ産地に普及することで、大苗の供給が円滑化し老
木園の改植が促進する。

　ナシ流線型仕立に用いる大苗育苗施設「大苗工場」の設置経費
  削減と省力化、生育向上

「大苗工場」はナシの「流線型仕立」で用いる大苗を大量に効率よく生産する足場施設で
ある。従来の施設は設置費が高額かつ、除草やポットの地下埋設等の育苗作業に多大な時
間を要した。そこで低コストで作業の省力化が可能な育苗施設について検討した。

ナシ・ブドウチーム　宇佐市北宇佐６５　tel（０９７８）－３７－０１４９

３．期待される効果

農業研究部　果樹グループ

従来の「大苗工場」に比べ設計変更により設置経費が57％削減。ポットを地下埋設から地
上設置に変更することで育苗作業が88％削減、さらに自動点滴灌水による適切な水分管理
により十分な生育が得られるようになった。

　　・改良型大苗工場設置経費　170万円／300本育苗　　・作業時間　39時間/300本/年
　　・「幸水」1年生苗生長量　337.3cm


